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「ナルドの香油」

（マルコ14:1～11）

挽地茂男
2019.4.7 日本基督教団千歳丘教会礼拝

本日の聖書の箇所は、受難物語

の中でも愛されている物語の一

つ、有名なナルドの香油の物語で

す。ナルドの香油は植物辞典で調

べますと、(1)植物のナルド(英名

:スパイクナード Spikenard） か

ら精製される香油です。植物とし

てのナルドはオミナエシ科に属す

る高さ15～30cmの小型の多年草

で、花は根生する花茎の頂端に多

数が集まり、淡紅色。中東の高地

やヒマラヤからチベットに分布、

太い根茎は葉柄の基部でおおわれ

ていて、掘り取られ Jatamansi ま
たは Narudus Root の名称で薬用

にされます（世界有用植物事典よ

り）。(2) 香油としてのナルド・

オイルの効能は、アレルギーを起

こした肌や

肌荒れ、炎

症、傷口、

乾燥肌など

の症状に用

いることが

できるそう ナルド（スパイクナード）の花

です。ナルド（スパイクナード）

には、肌の層を元に戻す働きがあ

るためだそ

うです。中

東からイン

ドを支配し

たムガール

帝国の王妃

は肌の若返

りに用い、

ローマの調香師

〔 Perfumer〕たち

も使いました。

また毛髪や歯の

トラブルにも使

われる。心臓と

そのまわりの血行をよくするほ

か、熱があるときには熱さましに

効果があるそうです。ナルド（ス

パイクナード）の精油は、神経へ

の鎮静効果を持つ最も良いオイル

の一つであって、神経およびバラ

ンスの崩れた心をコントロールす

るのを助けます。精神的には、気

持ちをスピリチュアルな方向に向

けることを助け、寛容さ、深いイ

ンナーピース（内的平和）へと導

く、と言われています。

ヨハネ12章3-5節にも、このナ

ルドの香油の物語と類似する並行

ナルドの香油（ 10ml 4095円［税 195円］）
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記事が記されています。

12:3その時、マリアが純粋で非常

に高価なナルドの香油を１リトラ

持ってきて、

イ エ ス の 足

に 塗 り 、 自

分 の 髪 で そ

の 足 を ぬ ぐ

った。家は香油の香りでいっぱい

になった。12:4 弟子の一人で、

後にイエスを裏切るイスカリオテ

のユダが言った。12:5 「なぜ、

この香油を三百デナリオンで売っ

て、貧しい人々に施さなかったの

か。」

１リトラ（326g）が三百デナリオ

ン、約一年間働いた労賃にあたり

ます。１グラムが約１デナリオン

（約１万円）ということになりま

す〔現代・日本での市場価格１０

cc＝4,095円〕。ヨハネ福音書の記

事では、香油を注いだのがラザロ

の姉妹マリアで、香油の量が１リ

トラであったこと、香油がイエス

の足に塗られたこと、香油の香り

が部屋いっぱいに広がったことな

ど詳細化されて報告されていま

す。いずれにせよ、どちらも同じ

ようにナルドの香り立つような薫

り高い物語が描かれています。

実は、このナルドの薫り高い物

語を、死の臭い、あるいは死の気

配が取り囲んでいることに注意し

たいと思います。本日の聖書箇所

の1-2節はこのように語っていま

す。

14:1さて、過越祭と除酵祭の二日

前になった｡祭司長たちや律法学

者たちは、なんとか計略を用いて

イエスを捕らえて殺そうと考えて

いた｡14:2彼らは､｢民衆が騒ぎだ

すといけないから､祭りの間はや

めておこう｣と言っていた。

時は、最後の晩餐（過越祭・除酵

祭）の二日前となっています。今

日の聖書箇所に出てくる食事は最

後の晩餐の二日前の食事ですか

ら、過越祭の食事ではないのです

が、過越祭にむけて、エルサレム

の街や家庭の中にも過越祭のにぎ

やいだ雰囲気が日毎に増していた

と思われます。過越祭はユダヤの

お正月に当たる祭ですから、「も

う幾つ寝るとお正月」という歌に

もられた祝いの日に向かうような

期待感が、ここにもあったと考え

られます。

しかし祭りの賑わいに紛れるよ

うにして、ユダヤ人の宗教指導者

たちはイエスの暗殺を画策してい
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ました。そしてこのナルドの香油

の物語のすぐ後にも、再度イエス

暗殺の計画が記されています。ユ

ダが動き出します。１０－１１節。

14:10 十二人の一人イスカリオテ

のユダは、イエスを引き渡そうと

して、祭司長たちのところへ出か

けて行った。14:11 彼らはそれを

聞いて喜び、金を与える約束をし

た。そこでユダは、どうすれば折

よくイエスを引き渡せるかとねら

っていた。

つまりこの物語は１１節までを

含めて見てみると、次のような物

語構造（枠構造）を持っているの

です。①〔祭司長たちや律法学者

たちの〕暗殺の策謀（v.1-2）、②

ナルドの香油の物語（v.3-9）、③

暗殺の取引き〔機会をねらう祭司

長たちとユダ〕（v.10-11）という

構造です。ナルドの香油の物語が、

暗殺計画の記事に囲まれているの

です。１節では、祭司長たちや律

法学者たちは「なんとか計略を用

いて（ejn dovlw/）、イエスを捕らえ

て殺そうと考えていた」と語られ

ます。この「計略」という言葉

（ dovlo"）はもともと、魚を釣る

ための餌〔a bait (餌) for fish ⇒

deceit, treachery, fraud. 〕という

言葉です。彼らは何とかしてイエ

スをつり上げようとしていたので

す。そしてまずはイエスの側近と

も言える１２弟子の一人が引っか

かってきたのです。

ナルドの香油の物語は、前後を

「暗殺」計画を枠として囲まれ、

祭（過越祭・除酵祭）への高まり

を背景に進行します。「民衆が騒

ぎだすといけないから、祭りの間

はやめておこう」（v.2）という表

現は、ユダヤの人々にとってこの

祭りが高揚感を強くかき立てる特

別な祭であることを示していま

す。おりしもエルサレム神殿の周

りには屠られる過越の小羊が集め

られている時期でした。過越祭で

屠られる小羊の頭数は２万頭にも

達することがあり、エルサレムの

町の至るところに小羊の声が響い

ていたのです。この物語全体は、
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暗殺の緊迫感と祭のエネルギー

（過越祭・除酵祭）に覆われてい

るのです。つまり。イエス暗殺の

〈策謀〉と過越の小羊の〈屠殺〉

がこの物語の背景です。そしてナ

ルドの香油の物語は、この背景を

背にして、主イエスに油を注いだ

女の行動の正しさを際立たせる薫

り高い物語として語られているの

です。

マルコ福音書では、（ヨハネ福

音書とは違って）名前の記されて

いない一人の女がイエスに油を注

ぎます。こう記されています。

14:3 イエスがベタニアで重い皮

膚病の人シモンの家にいて、食事

の席に着いておられたとき、一人

の女が、純粋で非常に高価なナル

ドの香油の入った石膏の壺を持っ

て来て、それを壊し、香油をイエ

スの頭に注ぎかけた。

場面は食事の席です。古代世界

において食事は、きわめて重要な

スルバラン「神の小羊」

社会的意味を持っておりました。

特に社会的有力者の主催する食

事、食宴はそうでした。すなわち

古代の食事は、社会的有力者とそ

の食卓に与る者たちの、交際と社

会（力関係、取り引き関係）の縮

図を意味していました。古代のラ

テン語で〈パトローヌス〉と〈ク

リエンテース〉という言葉がその

関係を表しています。現代のパト

ロンとクライアントという言葉で

すが、〈パトローヌス〉（パトロン）

は現代では「後援者、支援者、賛

助者、奨励者、または特権階級や

財政支援をする人」を言いますが、

歴史的な用語としては「保護者」

と訳されます。一方〈クリエンテ

ース〉（クライアント）は現代で

は「依頼人・顧客」と訳されたり

「心理療法でカウンセリングを受

ける人、来談者」と訳されて使わ

れていますが、古代では「被保護

者」す。つまり〈パトローヌス〉

と〈クリエンテース〉という言葉
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は、〈保護者〉と〈被保護者〉と

いう社会的な庇護関係を表しま

す。社会的な有力者である〈パト

ローヌス〉はどのような形でその

力（有力者ぶり）を表すかという

と、もちろん政治や経済のレベル

でもその力を発揮するのですが、

生活のレベルでは食事の席なので

す。〈パトローヌス〉はその経済

力を背景に、大きな食事の席を設

けます。その食宴に招かれるか否

かは、その人の社会的な位置を示

すことになります。ですから〈ク

リエンテース〉とは具体的には、

「有力者の食事に与る客」「食客」

のことなのです。そしてまた〈ク

リエンテース〉が〈パトローヌス〉

の催す食事の席のどこに座るか

は、近くか遠くかは、その人の社

会的な力を表すものとなります。

古代ローマのこのような食卓の交

わりは、当時の経済的な格差、社

会的階層における縦の関係、政治

的立場の違いを表す見取り図とし

ての意味をもっていたのです。

このような食卓の理解を、ロー

マ帝国を駆け巡ったパウロの宣教

活動のみならず、主イエスの時代

にも適用できると多くの新約学者

が考えております。主イエスはフ

ァリサイ派の人々を偽善者と非難

するときに、彼らは「広場で挨拶

されたり、食事の席で上座に座る

のが好きで…」と非難して、当時

から食事の席に上下のあることを

示しています。そのような上下が

問題となるような食事に対して主

イエスの食事の席には罪人や取税

人までいます。そこでは〈貧しい

ものは幸いです、飢えているもの

は幸いです〉とまで語られた方が

パトロンです。つまりイエス・キ

リストの食事は「開かれた食事（共

食）」、差別のない社会の縮図を示

しています。イエス・キリストの

宣教は、生活のレベルでは「差別

のない食卓」として展開していっ

たと考えられています。そこにお

いて人々は、主イエスを通して語

られる神の国、そして神と出会っ

ていったのです。新約聖書学では、

これが当時の社会にあっては、既

成の社会的な構造を脅かすものに

なったと考えられています。初期

のキリスト教は、「食卓の共同体」
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貧しいながらも、分かち合いと交

わりの共同体として展開していっ

たのです。わたしたちが洗礼を受

けて聖餐式に預かり、聖餐式を大

切にしていくということは、主イ

エスの十字架の御業を想起し記念

しその恵みに感謝すると共に、主

イエスを中心に生まれ、成長して

いった隔てのない交わりに生きる

と い う こ

と を も 意

味 し て い

るのです。

そ の よ

う な 食 事

の席で、ナルドの薫り高い香油が

主イエスの頭に注がれました。香

りが部屋中に広がりました。①香

りはその場の雰囲気や人の気持ち

を変えてしまうことがあります。

主イエスのおられたその部屋は、

その香りと共に落ち着きと平和に

満たされたのかもしれません。ま

た十字架を目前にした主イエス

に、霊的な（スピリチュアルな）

高揚感と、深い内面的な平和を与

えたかも知れません。受難にむか

っていく主イエスの決意を香りが

柔らかく支えたかも知れません。

ところで油を頭に注ぐという行

為、「油注ぎ」は、元来の王の即

位儀礼でさなれた行為でありま

す。「油注がれた者」はメシア（ギ

リシア語に訳すとキリスト）です

が、旧約聖書ではまずは王様を指

して使われます。国難を（軍事的、

政治的に）救う王こそ、国民の救

い主〈メシア〉であったからです。

（イギリスの戴冠式は、ロンドンのウェストミ

ンスター寺院で行われる。まず、カンタベリー

大主教が祈祷し、国王は宣誓して「スクーンの

石」がはめ込まれた戴冠式の椅子「キング・エ

ドワード・チェアー」（エドワード懺悔王の椅

子、King Edward's Chair）に着

く。大主教は、国王の頭と胸、

両手の手のひらに聖油を注ぐ。

次に、国王は絹の法衣をまと

い、宝剣と王笏、王杖、指輪、

手袋などを授けられ、大主教

の手により王冠をかぶせられ

る。国王は椅子に戻り、列席の貴族たちの祝辞

を受ける。その後、国王の配偶者も宝冠（coronet）

を受ける。）新約聖書に出てくる〈ダ

ビデの子〉（10:47,11:10）という

メシア称号は、この系列のメシア

称号なのです。しかし主イエスは

「前もってわたしの体に香油を注

ぎ、埋葬の準備をしてくれた」（V.

8）と、彼女の行為を即位の儀礼

ではなく、埋葬の準備〔亡骸に塗

油する行為〕として評価します。

これは十字架の死を前提としてい

ることは明らかです。即位なので

エリザベス女王（即位時）
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しょうか、埋葬なのでしょうか。

両方です。主イエスは十字架に即

位するのです。主イエスは「十字

架へと即位するキリスト」なので

す。ここでは、王に象徴される〈力

が受難に交代〉します。力が人を

救うものでないことを示すので

す。言い

換 え れ

ば、犠牲

的な愛こ

そ力だと

言ってい

るのです。十字架につけられたも

のを「油注がれた者」（メシア、

キリスト）と理解する唯一の道は、

主イエスがダビデの子（軍事的、

政治的救済者）以上の存在である

と理解することにあります(12:35

-37, 15:39）。

いずれにせよ、ナルドの香りが

部屋中に満ちました。その香りは

部屋の中にいた人々に心の安らぎ

をもたらしたでしょう。しかし平

安と共に、すべての者が主と一つ

心になっていたのではなかったの

です。そこにまた、人間の功利的

な考え（経済）が入り込んでくる

のです。４－９節。

14:4 そこにいた人の何人かが、

憤慨して互いに言った。「なぜ、

こんなに香油を無駄遣いしたの

か。14:5 この香油は三百デナリ

オン以上に売って、貧しい人々に

施すことができたのに。」そして、

彼女を厳しくとがめた。14:6 イ

エスは言われた。「するままにさ

せておきなさい。なぜ、この人を

困らせるのか。わたしに良いこと

をしてくれたのだ。14:7 貧しい

人々はいつもあなたがたと一緒に

いるから、したいときに良いこと

をしてやれる。しかし、わたしは

いつも一緒にいるわけではない。

14:8 この人はできるかぎりのこ

とをした。つまり、前もってわた

しの体に香油を注ぎ、埋葬の準備

をしてくれた。14:9 はっきり言

っておく。世界中どこでも、福音

が宣べ伝えられる所では、この人

のしたことも記念として語り伝え

られるだろう。」

香油をめぐる二つの評価が出て

まいります。あるいは、香油の二

つの使い方で出てまいります。で

はその価値を決めるものは何でし

ょうか。それは主イエスとの関係

によって決まっていることに注意

が必要です。一方は① 香油を売

却して、貧しい人々に施すという、
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善行に使用すべきだと主張しま

す。他方は、② イエスの頭に注

いだのです。しかしある人々にと

ってそれは「無駄遣い」にしか見

えなかったのです。それが「そこ

にいた人の何人か」（V.4）の人々

（≒弟子たち）の評価だったので

す。この態度は、つまり主イエス

と主に近づく人々の間に割って入

って、結果的

に人々を主イ

エスから遠ざ

けるという態

度は、弟子た

ちの典型的反応として福音書に出

てきます（5:31, 9:38, 10:13）。

10:13 イエスに触れていただくた

めに、人々が子供たちを連れて来

た。弟子たちはこの人々を叱った。

ここには、子どもたちを遠ざける

ことによって、つまりある種の区

別を付けることによって主イエス

への敬意を表しているかのような

「偽りの敬虔」の姿が出てまいり

ます。主イエスはその区別を打ち

砕いて、「子どもたちを来させな

さい」とおっしゃるのです。弟子

たちの見せるこの敬虔さは、何程

か意味ありげに見えながら、受難

が近づくときのは、主イエスを捨

てていく程度の敬虔さでしかない

のです。そのことは、受難物語を

読めばわかります。

また弟子たちは、憤慨すること

によって、義憤を表明しているか

のように見えます。彼らの主張は、

社会的正論に見えます。しかし社

会的正論の罠が暴露されます。つ

まり彼らは貧しい人への配慮（宗

教的善意）を口実に女（のイエス

への敬意）を断罪しているのです。

この婦人の行為は、「無駄遣い」

として「常軌を逸した浪費、愚か

しく傲慢な行為、頽廃」（モルト

マン=ヴェンデル）としてしかと

らえられていないのです。弟子た

ちは、近くにいても、見なければ

ならない出来事が見えない存在と

して、主イエスの近くにいるので

す｡彼らにとっては、「油注がれた

方」よりも「油」の方が大事なの

です。実は、彼らはこの時点でも

う、主イエスを捨てているのです。

この弟子たちの愚かさを、わたし

たちは笑えないでしょう。わたし

たちは、あらゆることにおいてイ

エス・キリストよりも物を見るの

です。これがキリストを捨てるこ

とのできる精神です。その意味で、

わたしたちはキリストの死に関係
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したのです。そしてわたしたちは

依然として関係しているのです。

これを知ることは神秘的(ミステ

リアスリィ)にわたしたちを浄化

し、わたしたちの自由に基礎を与

えます。わたしたちは、使徒信条

の中心にイエスのぞっとするよう

な生涯の結末を置いたのです。そ

れは無実の死を告げる弔鐘を鳴り

響かせるためです。「苦しみを受

け、十字架につけられ、死んで、

葬られ、陰府に下り…。」もしわ

たしたちが人間存在のこの暗い中

心部に、わたしたちも共謀してい

るという事実に取り組むことに失

敗するなら、わたしたちは自分た

ちの救いを理解しないでしょう。

ただわたしたちが十字架を自分の

ものとするとき、単なる言い聞か

せやマインドコントロールとは違

うものとなるときにはじめて、真

に心を浄化するものとなるので

す。わたしたち人間の解放を告げ

る鐘の音をたゆまず響かせてき

た、あの偉大なよきおとずれが、

聞こえはじめるのです。

無名の女の行為に対する主イエ

スの評価は違いました。この「名

の知れない一人の女」は、伝承史

においては後代になると実名化

（マリア／マグダラのマリア）致

しますが、

元来は無名

の女性なの

です。この

無名性は大

切です。(1)

ガリラヤの

無名の人々

と共に生き

た主イエス

にふさわしく無名の女が大切な役

割を担っています。彼女の行動の

みが、(2)十字架の死に向かって

歩むイエス・キリストの招きに応

答する行動だったのです。「埋葬

の準備をしてくれた」（V.8）とい

う、行為の真価を見定めるは、キ

リスト中心的な評価なのです。社

会的正論が評価の基準ではないの

です。彼女が捧げた「純粋で非常

に高価なナルドの香油」（V.3）は、

この女の信仰の姿勢を間接的に表

現しています。そして、この香油

を注いだ彼女の行為を主イエスは

「良いこと」（V.6）をしてくれた

と言います。この「良いこと」

（kalo;n e[rgon）という用語は施し

や慈善行為などの宗教的善行を意

味する言葉です（cf. NIV “beatiful”
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はだめ）。つまり弟子たちがこの

香油を300デナリオンで売って貧

しい人々に「施し」(善行)（v.5）
ができたのにと彼女を咎めます

が、彼女の行為こそ「善行」なの

だと語っているのです。聖書にお

ける善は「善」なる方との関係に

よって決まるのです。善なる神と、

善なるキリストとの関係によって

決まることなのです。社会的評価

を無視するわけではありません

が、それは決定的な基準とはなり

得ないのです。そして主イエスは

彼女の行為を「できるかぎりのこ

とをした」（V.8）と賞讃します。

この「できるかぎりのことをし

た」という表

現 は 大 切 で

す。コリント

の信徒への手

紙１３章３節は次のように語りま

す｡「13:3 全財産を貧しい人々の

ために使い尽くそうとも、誇ろう

としてわが身を死に引き渡そうと

も、愛がなければ、わたしに何の

益もない。」つまり主イエスは、

彼女の行為を愛の表現として理解

するのです。それは小さな娘が母

親に誕生日のプレゼントをくれた

ときに、娘のお金の出所は、自分

の財布であることを知っていて

も、母親は娘に、適当に表面上の

感謝を伝えて、どうせ私のお金な

んだから、としらけてしまいはし

ないのです。そのプレゼントを買

ったお金が自分の財布から出てい

ることなど、まるで忘れてしまっ

たかのように喜ぶのです。そのプ

レゼントには、娘の心が宿ってい

るからです。もっと言えば娘の愛

が宿っているからです。

そして主イエスは、この女性の

行為は「世界中どこでも、福音が

宣べ伝えられる所では、この人の

したことも記念として語り伝えら

れるだろう」と語られます。ナル

ドの香りは一人の無名の女性が、

無名であることによって、キリス

トの香りとして世界に届くので

す。ここでは彼女の無名性は普遍

性にかわります。

教会は名前のつかない様々な奉

仕によって成り立っているところ

です。しかし

神はそれをご

存じなのです。

教会の交わり

が豊かにされ

るために、わ

たしたちも、
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可能性を尽くして仕えてまいりま

しょう。そしてこの受難節の時、

主イエスの十字架における尊い犠

牲によって成就された救いを感謝

しつつ、新しい一週間を歩み出し

ましょう。

2019.4.7 日本基督教団千歳丘教会礼拝
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14:1さて、過越祭と除酵祭の二日

前になった｡祭司長たちや律法学

者たちは、なんとか計略を用いて

イエスを捕らえて殺そうと考えて

いた｡

14:2彼らは､｢民衆が騒ぎだすとい

けないから､祭りの間はやめてお

こう｣と言っていた。

14:3 イエスがベタニアで重い皮

膚病の人シモンの家にいて、食事

の席に着いておられたとき、一人

の女が、純粋で非常に高価なナル

ドの香油の入った石膏の壺を持っ

て来て、それを壊し、香油をイエ

スの頭に注ぎかけた。

14:4 そこにいた人の何人かが、

憤慨して互いに言った。「なぜ、

こんなに香油を無駄遣いしたの

か。

14:5 この香油は三百デナリオン

以上に売って、貧しい人々に施す

ことができたのに。」そして、彼

女を厳しくとがめた。

14:6 イエスは言われた。「するま

まにさせておきなさい。なぜ、こ

の人を困らせるのか。わたしに良

いことをしてくれたのだ。

14:7 貧しい人々はいつもあなた

がたと一緒にいるから、したいと

きに良いことをしてやれる。しか

し、わたしはいつも一緒にいるわ

けではない。

14:8 この人はできるかぎりのこ

とをした。つまり、前もってわた

しの体に香油を注ぎ、埋葬の準備

をしてくれた。

14:9 はっきり言っておく。世界

中どこでも、福音が宣べ伝えられ

る所では、この人のしたことも記

念として語り伝えられるだろう。」

14:10 十二人の一人イスカリオテ

のユダは、イエスを引き渡そうと

して、祭司長たちのところへ出か

けて行った。

14:11 彼らはそれを聞いて喜び、

金を与える約束をした。そこでユ

ダは、どうすれば折よくイエスを

引き渡せるかとねらっていた。
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14:1 !'Hn de; to; pavsca kai; ta; a[zuma

meta; duvo hJmevra". kai; ejzhvtoun oiJ

ajrcierei'" kai; oiJ grammatei'" pw'"

au jto ; n e j n do v lw / krath vsante"

ajpokteivnwsin:

14:2 e[legon gavr, Mh; ejn th'/ eJorth'/,

mhvpote e[stai qovrubo" tou' laou'.

14:3 Kai; o[nto" aujtou' ejn Bhqaniva/ ejn

th' / oi jki va/ Si vmwno" tou' leprou',

katakeimevnou aujtou' h|n gunh; e[cousa

ajlavbastron muvrou navrdou pistikh'"

polutelou ' " , suntri vyasa th ; n

ajlavbastron katevceen aujtou' th'"

kefalh'".

14:4 h|san dev tine" ajganaktou'nte"

pro;" eJautouv", Eij" tiv hJ ajpwvleia au{th

tou' muvrou gevgonen_

14:5 hjduvnato ga;r tou'to to; muvron

praqh'nai ejpavnw dhnarivwn triakosivwn

kai; doqh'nai toi'" ptwcoi'": kai;

ejnebrimw'nto aujth'/.

14:6 oJ de; !Ihsou'" ei|pen, #Afete

aujthvn: tiv aujth'/ kovpou" parevcete_

kalo;n e[rgon hjrgavsato ejn ejmoiv.

14:7 pavntote ga;r tou;" ptwcou;"

e[cete meq! eJautw'n kai; o{tan qevlhte

duvnasqe aujtoi'" eu| poih'sai, ejme; de; ouj

pavntote e[cete.

14:8 o} e[scen ejpoivhsen: proevlaben

murivsai to; sw'mav mou eij" to;n

ejntafiasmovn.

14:9 ajmh;n de; levgw uJmi'n, o{pou eja;n

khrucqh'/ to; eujaggevlion eij" o{lon to;n

ko vsmon, kai ; o } e jpoi vhsen au{th

lalhqhvsetai eij" mnhmovsunon aujth'".

14:10 Kai; !Iouvda" !Iskariw;q oJ ei|" tw'n

dwvdeka ajph'lqen pro;" tou;" ajrcierei'"

i{na aujto;n paradoi' aujtoi'".

14:11 oiJ de; ajkouvsante" ejcavrhsan kai;

ejphggeivlanto aujtw'/ ajrguvrion dou'nai.

kai; ejzhvtei pw'" aujto;n eujkaivrw"

paradoi'.


